
第 56 回 横浜市福祉のまちづくり推進会議 次第 

１ 開会 
（1）委員の交代について

【資料１】横浜市福祉のまちづくり推進会議委員名簿

２ 議事 
（1）公共交通機関の施設における大型ベッド基準化の検討について

【資料２】公共交通機関の施設における大型ベッド基準化の検討について
【別紙２-１】専門委員会［公共交通部門］委員名簿

３ 報告 
（1）横浜市福祉のまちづくり条例施行規則の一部改正について

【資料３】横浜市福祉のまちづくり条例施行規則の一部改正について
【別紙３-１】大型ベッド基準化に係る市民意見募集の実施について

（2）横浜市福祉のまちづくり推進指針の策定について
【資料４】横浜市福祉のまちづくり推進指針（令和８年度～12年度）の策定について

（3） 令和７年度及び令和８年度 福祉のまちづくり推進事業について
【資料５】令和７年度福祉のまちづくり推進事業の報告及び令和８年度予算概要について
【別紙５-１】令和８年度予算概要
【別紙５-２】「ちがうことは自然なこと」こどもリーフレット
【別紙５-３】「ちがうことは自然なこと」こどもリーフレット（教師用解説書）

４ その他 

　《参考資料》 
　【参考資料１】ふくまちガイド令和８年度～12年度 
　【参考資料２】ふくまちガイド令和８年度～12年度（別冊もっともっとアクション編） 

日時：令和８年７月９日（木） 

13 時 30 分から 15 時 30 分 

場所：横浜市役所 18 階 なみき９～12 
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公共交通機関の施設における大型ベッド基準化の検討について 
 

１ 経緯 
令和７年度、計３回の専門委員会［建築物部門］を開催し、建築物における大型ベッドの設置につ

いて検討を進めてまいりました。前回の会議では、市民意見募集の実施についてご報告差し上げたと
ころです。 

現在、⾧時間の滞在が見込まれる一定規模以上の施設に、大型ベッドを１台以上設置する方向で自
主基準の整理を進め、令和８年 10 月の施行を予定しております。 

これらの検討の過程において、推進会議や市民意見募集では、鉄道駅をはじめとする多くの人が利
用する公共交通機関の施設についても設置を検討すべきとの意見が寄せられました。 

令和８年度は、こうした状況を踏まえ、公共交通機関の施設における大型ベッドの設置のあり方に
ついて検討を行うため、新たに専門委員会［公共交通部門］を設置し、検討を開始いたします。 

 
２ 委員会概要 

(1) 委員について 
   学識経験者、鉄道事業者及び大型ベッドの利用が想定される関係団体の委員により構成します。 

（【別紙】２－１参照） 
(2) 対象区分について 
  市内鉄道駅 
(3) 検討内容について 

対象駅や整備基準等について検討を行います。 
 
３ スケジュール 

今後のスケジュール（予定） 
・８～11 月 専門委員会を２～３回開催 
・12 月   第 57 回推進会議 
・令和９年  横浜市福祉のまちづくり条例施行規則及びマニュアルの改正 

 
４ 参考 

大型ベッドについて 
大人も横になれるサイズのもので、介助によって高齢者、障害者（幼児を含む）の着替え、おむつ交

換、排泄（自己導尿）等を行う際に使用されるものです。 
（高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準より抜粋） 

 



（敬称略）

区分 氏 名
（敬称略）

ふりがな 所属 肩書き

学識経験 大原 一興 おおはら かずおき 横浜国立大学 地域連携推進機構 学⾧特任補佐 名誉教授

学識経験 橋本 美芽 はしもと みめ 東京都立大学大学院人間健康科学研究科 准教授

学識経験 川内 美彦 かわうち よしひこ 東洋大学人間科学総合研究所 客員研究員

事業者 国分 宏樹 こくぶ ひろき JR東日本 横浜支社企画総務部経営戦略ユニット 担当課⾧

事業者 森田 憲和 もりた のりかず 京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部鉄道統括部事業統括課 課⾧

事業者 目黒 邦夫 めぐろ くにお 東急電鉄株式会社 工務部施設課 主査

事業者 柾谷 幸一郎 まさや こういちろう相模鉄道株式会社 施設部設備課 課⾧

関係団体 岡田 江里子 おかだ えりこ 横浜市心身障害児者を守る会連盟 幹事

関係団体 山根 則子 やまね のりこ 横浜市オストミー協会 会⾧ （公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会）

横浜市福祉のまちづくり推進会議専門委員会［公共交通部門］委員名簿
（任期:令和８年８月24日～令和９年７月14日）



横浜市福祉のまちづくり条例施行規則改正概要について 

１ 概要 
令和７年度に、計３回の専門委員会［建築物部門］を開催し、建築物における大型ベッドの設置に

ついて検討を進めてまいりました。 
現在、⾧時間の滞在が見込まれる一定規模以上の施設については、大型ベッドを１台以上設置する

方向で自主基準を整理し、令和８年 10 月の施行を予定しています。 
横浜市福祉のまちづくり条例施行規則（以下、「規則」という。）改正の概要についてご報告いたし

ます。 

２ スケジュール 
(1) これまでの経過

(2) 今後のスケジュール（予定）
・10 月１日 規則改正 公布及び施行

 施設整備マニュアル［建築物編］の改正 

３ 改正概要 
大型ベッドの仕様等について、下記のとおり規定し、規則およびマニュアル改正を行います。 
・指定施設整備基準

規則において、バリアフリー法より高い水準として定めるもの。 
事前協議により、基準に沿った整備がなされるよう指導する。 

・望ましい整備
備えることが望ましいもの、又は施設利用者や施設用途等に応じて付加・考慮することが有効な

ものとして位置づけ、マニュアルにおいて整備を誘導するもの。 



(1) 大型ベッドの仕様について
種類 説明 
指定施設整備基準 ⾧さ 150cm 以上 × 幅 60cm 以上 
望ましい整備 ⾧さ 180cm 以上 、高さ 45～50cm とすることが望ましい 

ア 設置数
種類 説明 
指定施設整備基準 下記のイに該当する施設に大型ベッドを１以上設置すること 
望ましい整備 建築物の用途や規模に応じて、複数設けることが望ましい 

イ 対象となる施設の用途と規模

用途 

規模 
(駐車場を除く不特定多数利用床面積) * 

国、県又は 
市町村の建築物 

左記以外のもの 

官公庁施設 

2,000 ㎡ 以上 

－ 
図書館、博物館等、動物園等、集会場及び公会堂等 

5,000 ㎡ 以上 医療施設（無床診療所除く） 
運動施設、劇場等、展示場 
商業施設 5,000 ㎡ 以上 
複合施設（上記の用途が混在する施設） 

* 不特定多数利用床面積について
不特定多数利用床面積とは、不特定かつ多数の者等の利用が想定される床面積の合計です。
一般の人の自由な出入りを想定しないバックヤード等を含みません。
なお、大型ベッドの設置の算定にあたっては、駐車場を除く不特定多数利用床面積を用います。

(3) 標識について
種類 説明 

指定施設整備基準 便所の付近に設ける標識には、大型ベッドがあることを表示す
ること 

(4) 案内設備について
建築物内の案内板に、大型ベッド等の設備について表示を行うことを規定します。 

種類 説明 

指定施設整備基準 建築物内の案内板には、大型ベッドについても表示をおこなう
こと 

(5) 便房内のスペースについて
便房内のスペースについて、車いす使用者や介助者が円滑に利用できるよう整備を誘導します。 

種類 説明 

望ましい整備 大型ベッドを展開した状態で直径 150cm 以上の円を確保するこ
とが望ましい 
また、2,000 ㎡ 以上の建築物の場合は、直径 180cm 以上の円
を確保することが望ましい 



令和８年 月 日 
健康福祉局福祉保健課 

 
 

「横浜市福祉のまちづくり条例施行規則の一部改正等に係る意見公募」 
の実施結果について 

 
 

「建築物」に関する規則及び「施設整備マニュアル［建築物編］」の一部改正にあたり、市民意見募集
を実施しました。市民の皆様から、貴重な御意見をいただきましたことに御礼申し上げます。 

このたび、実施結果と本市の考え方をまとめましたので、公表いたします。 
 
 

１ 実施概要 
 
(1) 意見募集の期間 

令和８年１月 31 日（土）から令和８年３月１日（日）まで  
(2) 意見提出方法 

電子メール、郵送、 FAX（ファクシミリ） 
 
２ 実施結果 
 
 (1) 意見総数 
   ３件 
 (2) いただいた意見の内容及び対応 
 

 
 意見要旨 対応 
１ 必要なときだけトイレに運び込め

る移動式ベッドを用意しておく方
法も有効。 
固定式に次ぐ選択肢として位置付
けられるとよい。 

移動式ベッドを用いた整備手法に
ついては、大型ベッドの設置が難
しい場合の選択肢として、施設整
備マニュアルの「市民の声」とし
て掲載し、普及を図ります。 

２ 移動式ベッドを用いる方法もあ
る。このような整備手法について
も普及を図るとよい。 

３ 多くの人が利用する鉄道の駅、バ
スターミナル等への設置も検討を
進めてほしい。 

駅等への設置については、今後、
公共交通機関における施設の整備
基準の見直しを図る際の参考とさ
せていただきます。 

 



横浜市福祉のまちづくり推進指針（令和８年度～12 年度）の策定について 

1 趣旨 
令和８年度から 12 年度を期間とする新たな「横浜市福祉のまちづくり推進指針*」（ふくまちガイ

ド令和８年度～12 年度）を策定しました。 
本指針の策定にあたりましては、推進会議及び小委員会の委員の皆さまに、多大なる御協力を賜

り、誠にありがとうございました。 
 本指針の周知・広報の状況について、下記のとおり報告いたします。 

 
* 横浜市福祉のまちづくり条例第 12 条に基づき、福祉のまちづくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進す

るための基本となる指針 
 
 

2 周知先 
(1) 各区 福祉保健課、高齢障害支援課、こども家庭支援課 
(2) 市民情報センター（市役所３階） 
(3) 地域ケアプラザ 
(4) 横浜市社会福祉協議会 
(5) 推進会議（下部組織を含む）の委員、事業者及び関連団体 
(6) 市内各学校 ※近日予定 
(7) その他 

掲載関係者、市民ヒアリング参加者、市内鉄道・バス事業者 
各区 市民活動支援センター・国際交流ラウンジ・地域子育て支援拠点 
中央図書館、市立図書館、議会局市会図書室、国会図書館、市立大学図書館 
神奈川県「県政情報センター」 ほか 

3 配架先 
(1) 各区役所 広報相談係 
(2) 地域ケアプラザ 
(3) 横浜市社会福祉協議会（市・区） 
(4) 市民情報センター（市役所３階） 

4 その他 
周知・配架先からは、下記のようなご意見や反応がありました。 

また、区広報相談係から 100 部単位での追加送付の依頼を受けています。 

 内容 
委員 これからの社会に必要な分り易いガイドができた。 

区役所の広報棚に置かれているのを見かけた。在庫がなくなったら、
追加配布があるか。 
今後の啓発活動はどのようにしていくか。 

事業者 バス事業者より、市内定期券販売窓口の一部にて、ふくまちガイド配
布と、デジタルサイネージ掲出について協力の申し出があった。 

市民活動支援センター とても分かりやすく、伝えやすい冊子。当センターにて開催予定の講
座の参加者に配布したい。（別冊 25 部） 
区民活動交流会にて配布したい。（別冊 50 部） 

 



令和７年度事業報告及び令和８年度予算概要について 

■ 令和７年度福祉のまちづくり推進事業の報告

１ 福祉のまちづくり推進事業 
(1) 横浜市福祉のまちづくり推進会議等の開催

ア 推進会議の開催（２回）
第 54 回推進会議 議題
・会⾧及び副会⾧の選出
・次期福祉のまちづくり推進指針素案について
・次期福祉のまちづくり推進指針素案の市民意見公募について
第 55 回推進会議 議題
・次期福祉のまちづくり推進指針原案について
・大型ベッド基準化に係る市民意見募集の実施について

イ 専門委員会（建築物部門）の開催（３回）
・大型ベッドの自主基準化について

ウ 専門委員会（課題解決部門）の開催（２回）
・「合理的配慮の提供」に関する資料について

エ 小委員会の開催（３回）
次期福祉のまちづくり推進指針（骨子・素案・原案）について

(2) 条例対象施設についての事前協議・相談等（通年）
横浜市福祉のまちづくり条例の対象となる施設を新設又は改修する際に、安全かつ円滑に利用で

きるようにするため、事前協議等を実施しました。 
（参考）令和７年度協議終了件数 562 件 うち適合件数 137 件 

(3) 福祉のまちづくり普及啓発
ア 福祉のまちづくり推進指針（令和８年度～12 年度）の策定

イ 福祉のまちづくり推進指針ＰＲ動画の放映
新横浜駅に設置されているデジタルサイネージに『ふくまちガイド実践編』の概要を紹介した

15 秒の動画を放映しました。 

ウ こどもリーフレットの作成
未来を担う子どもたちが、社会モデルの考え方を学び、共生社会の実現に向けた意識と行動を育



むことを目的として、市民との協働により小学生向けのリーフレットを作成しました。 
あわせて、教員向けの指導資料を提供するとともに、教育現場と連携した出前授業などの取組を

進めています。 

エ 新採用職員研修の実施（総務局主催）
(ｱ) 日時:令和８年４月１日（水）
(ｲ) テーマ:インクルーシブなまちづくり
(ｳ) 講師:和久井 真糸 氏（福祉のまちづくり推進会議委員）

古川 実利  （横浜市職員） 
(ｴ) 受講者:新卒・社会人・技能職員採用 635 人

オ 福祉のまちづくり研修
横浜市職員及び市内の建築関係者を対象に、福祉のまちづくり条例、同条例施行規則における基

本理念の学習とともに、セミナー、車いすを用いたフィールドワークを通して、施設整備基準の根
拠を理解し、実際の業務に反映させていくことを目的に実施しました。 

(ｱ) 日時 令和７年 11 月 19 日（水）および 20 日（木） 13 時 00 分～17 時 15 分
(ｲ) 受講者 合計 36 名（１日目:17 名、２日目:19 名）

内訳 本市職員…24 名、市職員以外…12 名
（うち事務 8 名、建築 16 名、土木 5 名、福祉 3 名、技術 2 名、その他 2 名）

(ｳ) 内容
・トイレセミナー（TOTO）
・車いす体験
・車いすユーザーによる講話
・グループワーク

カ 福祉のまちづくり研修会
(ｱ) 日時 令和７年 12 月 10 日（水） 14 時 00 分～16 時 30 分
(ｲ) 受講者数 25 名

内訳 本市職員…15、市職員以外…10 名
（うち事務 3 名、建築 12 名、土木 1 名、技術 1 名、その他 8 名）



(ｳ) 内容
・合理的配慮の提供と環境の整備
・小柴自然公園における当事者参画
・カラーバリアフリーについて

キ その他
(ｱ) 職員向けカラーバリアフリー研修
(ｲ) 横浜市視覚障害者福祉協会（生活福祉委員会・防災研修会）への説明会

(3) 車いす使用者用駐車区画等の適正利用推進
ア かながわ障害者等用駐車区画利用証制度（パーキング・パーミット制度）

・令和７年度市交付実績 1,647 枚 （累計 4,956 枚）
R7 内訳 身体障害者 504 枚 知的障害者 80 枚、精神障害者 18 枚、難病患者 69 枚、 

高齢者等 336 枚、 けが人等 10 枚、妊産婦 610 名、その他 20 枚 
（参考）令和７年度県交付実績 1,726 枚（累計 2,390 枚）  

イ 優先駐車区画整備
・47 区画の優先駐車区画を設置しました。（累計 78 区画）

(ｱ) 本市所有施設:28 区画
高齢者保養研修施設ふれーゆ、メモリアルグリーン、横浜美術館、赤レンガパーク、大さん橋

国際客船ターミナル、小柴自然公園 
(ｲ) 民間商業施設（３か所）:19 区画

相鉄ローゼン南万騎が原、相鉄ライフいずみ野、ゆめが丘ソラトス

２ ノンステップバス導入促進補助事業 
 車いす使用者、高齢者、障害者やベビーカー利用者など誰もが乗降しやすいノンステップバスの導
入を促進するため、横浜市内に営業所をもつ民営バス事業者に対し、導入に係る経費の一部を補助して
います。 
・令和７年度補助台数:33 台

（参考:市内バス事業者のノンステップバス保有台数と導入率） 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

保有台数（台） 916 935 920 915 
導入率（％） 65.39％ 67.81％ 72.93％ 78.25％ 

３ 鉄道駅舎エレベーター等設置事業 
 高齢者・障害者を含むすべての人が生活し、活動しやすいまちづくりを推進するため、移動の拠点と
なる鉄道駅舎において鉄道事業者がエレベーターを設置する際に、経費の一部を補助しています。  



・令和７年度実績:京急神奈川新町駅 ２基 
 
（参考:京急神奈川新町駅 今後設置予定） 

 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
補助台数（基） ２ 0 １ 0 １ 

 
（参考:横浜市内全駅における段差解消駅） 

 
市内全駅（１６０駅） 

段差解消駅数 進捗率 
令和７年度末 現在 154 駅 約 96.9％ 

 
■ 令和８年度福祉のまちづくり推進事業等の予算概要 

【別紙】５－１参照 
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https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/fuku-machi/torikumi/kodomoleaflet.html


https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/fuku-machi/torikumi/kodomoleaflet.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/fuku-machi/torikumi/kodomoleaflet.html


https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/fuku-machi/torikumi/kodomor7.files/0017_20260413.pdf


https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/fuku-machi/torikumi/kodomor7.files/0017_20260413.pdf


内閣官房

心のバリアフリー
について

https://www.cas.go.jp/jp/seisakukaigi/tokyo2020_suishin_honbu/udsuisin/program.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/content/001717347.pdf
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